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 要 旨   

目的：このメタアナリシスとシステマティックレビューでは、アルコール使用障害（AUD）

患者におけるアルコール依存と身体的・精神的状態に対する運動介入の効果を検討した。 

 

方法：組入基準および除外基準としては、データベースの開設から 2024 年 6 月 30 日ま

でに英語で発表されたランダム化比較試験を対象とした。AUD患者に対する運動介入と非

運動対照群を用いた、あらゆる形態の運動介入（有酸素運動、レジスタンス運動、ヨガ、

混合運動など）を対象とした。 

急性期の運動を除外した研究、特定の介入プログラムを記述していない研究；重複した

出版物；総説論文、学会論文など；適切なアウトカム指標を報告していない研究。 

データ情報源は、PubMed、Web of Science、Cochrane Library、EBSCO、Embaseである。 

データ抽出のプロトコルは、Preferred Reporting Items for Systematic Reviews and 

Meta-Analyses のプロトコル標準に従って作成された。バイアスのリスクは、Cochrane 

Handbook for Systematic Reviews and Interventions に記載されている Cochrane risk-

of-biasツールを用いて評価した。 

データ解析は、アルコール依存（1日の飲酒量、1週間の飲酒量、AUDIT）、身体的・精

神的状態［最大酸素摂取量（VO2max）、安静時心拍数、不安状態、抑うつ状態、ストレス

レベル］を行った。 

 

結果：合計 1,905人のアルコール使用障害患者を被験者とした 17の RCTが対象となり、

その結果、運動介入はアルコール依存症、1日の飲酒量、AUDITスコアに対して有意な効

果を示し、運動介入は心身の状態、VO2max、安静時心拍数、不安状態、抑うつ状態、スト

レスレベルに対しても有意な効果を示した。1日の飲酒回数、不安、抑うつ、ストレスの

アウトカムでは不均一性が高かったが（I2＞50％）、Egger の検定ではすべてのアウトカ

ム指標で出版バイアスは認められなかった（p＞0.05）。 

 

結論： 

運動介入はアルコール依存を効果的に軽減し、AUD患者の身体的・精神的状態を有意に

改善することができ、AUD患者の治療の補助としての運動介入は有意に有効である。 

 


